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④ 疎外論的 (オリジナルとコピーという)発想の克服の問題- ネットミーティングにおける ｢ラベリング｣と
｢顔｣の問題は､｢(フェイス･トウ･フェイスの教育状況に比べればあきらかに)不十分で代理的な遠隔授業のセッティ
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